
令和6年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上
ログインし活用した。

３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上
ログインし活用した。

２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上
ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応
した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的
な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

学校関係者記入欄

令和５年度　大田区立池上第二小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

本校は、児童数497名、教職員27名、学級数18（うち特別支援学級（固定）が2学級）の今年度開校95周年を迎える中規模校である。池二小の合言葉として、「いっしょに学ぶ池二の子　けんこうな心と体池二の子　にこにこあいさつ池二の子」を掲げ、「知」「徳」「体」のバランスのとれた児
童の育成に取り組む。明るく素直な児童が多く、学校全体に活気がある。校内研究は、今年度より研究主題「根拠をもとに考える力を育む指導の工夫　～算数・理科を通して～」に、今までの研究である授業のユニバーサルデザイン化や読書活動・家庭学習の取組を継続し、「基礎・基本
を身に付け、主体的に学習に取り組む児童の育成」を推進していく。PTA、おやじの会の活動も活発で、学校に非常に協力的であり、地域は、市野倉南町会、堤方東町会、中央八丁目町会の３町会と関わりが深い。次年度に導入予定のコミュニティｽｸｰﾙを視野に入れて準備をすすめて
いく。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

保護者に対
するアンケー
トで「我が子
は社会の
ルールや学
校のきまりを
守っている」と
の回答の割
合

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

・学校が誰もが楽しめる場所になる様、日頃か
ら先生方のご努力に感銘を受けます。
・情報を細かく発信してくださって、池二小の様
子が分かります。今年度は五者協議会に御参
加くださり民生委員とのかかわり方について御
質問していただき、今後の対応について話せて
良かったです。ありがとうございました。
・学校の取組が親の評価につながっている。
・コミュニティスクールも開設したので、来年度
のいけいけスクールも新たな形にしていきたい
と思います。
・セレクト学習を行うため親子で図書館へ行っ
たのが、懐かしいです。おかげ様で調べ学習が
好きな子に育ちました。取り組むきっかけ（宿
題）を作っていただき、またセレクトコーナーで
お互いの努力を知ることができ、向上心をもつ
ことができました。
・池二小は保護者・地域が学校に協力的で、連
携・協力して多くの体験活動を行っている。地
域の方々との交流を通じて、地域への愛着も生
まれる。
・去年よりも改善された。

目標に対する成果指標

２：
６０％
以上

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

0

0

B

D

Ａ

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、適
正な評価を受けるよう努める。

4

4

3 0

D

保護者に対
するアンケー
トで「学校は、
学校の経営
方針や課題
を学校だより
やホームペー
ジで伝え、ア
ンケート等で
寄せられた要
望を教育活
動に生かして
いる」との回
答の割合

３：
８０％
以上

４：
９０％
以上

0

これまでの取組
今後の改善策

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

４：
９０％
以上

成果
評価

●基本情報は年度初期に更新し、以後は計画に沿って
毎月更新した。学年便りや給食だより、日々の様子等は
「まなびポケット」の保護者機能を使い本校保護者限定
で発信している。

●「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組や挨拶週間、い
じめゼロ３箇条などの資料や保護者アンケートの結果等
を配布した。また教育活動の重点をプレゼンし適正評価
を受けるよう努めた。

●学校支援地域本部と連携し、いけいけスクール、地域
清掃、６年生のドリームプロジェクト等を実施した。それ
以外にも企業や外部団体に協力要請しし、多くの体験
的な活動を実施した。今後はコミュニティーｽｸｰﾙ導入を
生かし、地域と連携した活動を推進していきたい。

●保護者アンケートでの本項目の肯定的評価は93％。
今年度はセレクト学習の内容を充実させるために全クラ
スで「セレクトコーナー」を常設し、よい学びを他の児童
に紹介した。「家読」の取組は、池上図書館と連携し推
薦本の紹介カードを館内に掲示していただいた。

１：
６０％
未満

２：
６０％
以上

４：
９０％
以上

4

取組
評価

4

各学年の発達段階に応じた「家庭学習スタ
ンダード」に基づき、セレクト学習（自主学
習ノート）や宿題を実施し、家庭学習の習
慣化を図る。

4

2

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

３：
８０％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

4

4 １：
６０％
未満

4

3

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

教員に対する
アンケートで
「児童の学ぶ
意欲を高め、
確かな学力を
定着させてい
る」との回答
の割合

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

4

3

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

感染症や熱中症の予防に配慮しながら教
育活動を工夫するとともにユニバーサルデ
ザインの教室環境を整える。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

体育の授業や学級指導をとおして、児童が
体力向上や健康増進に意欲的に取り組む
ように意識の向上を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・近隣校で学習や生活指導の話し合いを
行い、地域の子ども達の情報交換をされ
ることはとても良いことだと思います。
・学期末に学習カルテを持ち帰っていた
が、何が苦手なのか親も知ることが出来
て、早目に休み中に取り組むことが出来
たことを思い出した。良いことだとありが
たく思いました。
・学習カルテやステップ学習チェックシート
を活用し、一人一人の学習定着度を把握
して、指導する取組は非常に素晴らしい。
個別対応型の指導は子どもたちがより、
効果的に学び、成長する。
・学校の取組がどのように成果につな
がっているのかよく見えない。

Ｂ

1

4

保護者に対
するアンケー
トで「学校、安
全に気を付け
ながら、工夫
して教育活動
を行ってい
る」との回答
の割合

Ａ

・池二スタンダードの中の消しゴムの色や
形まで決まっていたのに驚きました。お気
に入りの文具一つで勉強が楽しくなったり
するので、色々と改訂されて楽しい学校
に近付けると思います。
・学校の取組が親に評価されている。
・不登校の問題は年々増加していて、
ほっとルームの開設はとてもよいと思いま
す。常時開放できるよう、お手伝いあれば
協力したいです。
・豊かな心の育成、大切なことだと思いま
す。これからも「図書ボランティア」と「おは
なしクレヨン」の活動を通じて、お手伝い
の一部分を担っていくつもりです。がんば
ります。
・池二小スタンダードで学校生活や学習を
一人一人にしっかり身に付けることは、学
力向上や豊かな心の育成の基礎となる。
・いじめの見逃しも改善された。
・アンケート内容・結果について不透明な
まま。保護者・児童との共通認識に至って
いるか確認が必要。

・校庭が広いので楽しみながら体力向上
できればいいと思います。
・「早寝・早起き・朝ごはん」望ましい生活
習慣を子どもも知ることができ、子どもが
実践できない時は、生活の乱れ（もしかし
たら）心の乱れを親も知ることができるた
め、これから取り組んでほしい。（児童）
・大谷選手のグローブを活用されて良い
ですね。熱中症対応の水泳指導、大変で
すね。
・ロングな昼休みや友だち広場は子ども
たちに異なる学年やクラスの友だちと交
流する機会になり、健全で豊かな学校生
活を送れ、すばらしい取り組みである。
・学校の取組が親の評価につながってい
ない。

・学校の取組が親の評価につながってい
る。
・先生方の取組や一人一人へ気配り等、
とてもよく取り組んでおられ、大変だなと
感じることが多いです。（先生方がです）
お疲れを貯めぬようくれぐれも健康にご
留意いただきたく思っております。
・学校での魅力ある教育環境の一つは先
生方の熱意と専門知識にある。子どもた
ちが興味をもち、学びを楽しむ取組を積
み重ねている。
・児童生徒の安全安心も改善された。
・ほっとルームの使用制限があり残念で
す。いつでも誰もが使用出来るようになる
と不登校の子が減るのではないでしょう
か。

1

8

2

0

1

4

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

保護者に対
するアンケー
トで「我が子
は、体力向上
や健康増進
（早寝・早起
き・朝ごはん
や感染予防）
にすすんで取
り組んでい
る」との回答
の割合

4

4

4

4

4

１：
６０％
未満

4

4

4

4

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

教員に対する
アンケートで
「これからの
社会の変化
に対応する児
童の力と自信
を身に付けさ
せる指導を
行っている」と
の回答の割
合

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

・高校受験に英語のスピーキングが加
わったので、小学生のうちから外国語に
慣れていくのは、とても良いと思います。
・いじめへの取組は素晴らしいと思いまし
た。先生方の迅速な対応の賜物だと思い
ます。これからもよろしくお願いします。
・外国語教育にクイズ・ゲームを取り入れ
て低学年も楽しく授業されているのが良
いですね。挨拶が向上している。コミュニ
ケーションの基本ですね。継続、よろしく
お願いします。
・いじめ発生を未然に防ぐための取組や
子どもたちに対する心のケアにも力を注
いでいただき感謝する。これからもいじめ
のない学校づくりに向けて取り組んでほし
い。
・去年よりも人権教育においても改善され
た。
・いじめが「軽微」か。自己評価するのは
適切か。早計ではないか。落ち着きのな
い学級は散見される認識。上記の点につ
いて保護者・児童に問うべきではないか。
・学校の取組をもうちょっとがんばろうとい
う自己評価だと思います。より一層、頑
張ってください。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3 ３：
８０％
以上

Ｂ 2

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

挨拶をコミュニケーションの基本と捉え、児
童が主体的に取り組むように工夫するとと
もに、教職員が範を示しながら、年間を通し
て取り組む。
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【教員数22名：回答22枚　回収率は100％】 　　　　【児童数496名：保護者回答は409枚、保護者回収率は82％】

●外語語教育は、全国学力・学習状況調査の結果、「将
来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就い
たりしたいか」の項目で都平均＋３％、全国＋６％と高
値であった。今後もチャンツ、クイズ、ゲームを通して楽
しく活動的な授業を継続したり中学校教員との情報共有
に努めたりしていく。次年度は全学年で授業の導入時に
フォニックスを取り入れたり、低学年も外国語教育指導
員と交流する機会を増やしたりしていく。
●STEAM教育の推進に努めた。校内研究では算数と理
科の授業研究を講師を招聘して全学年で取り組んだ。６
学年では企業・大学と連携しプログラミングによるドロー
ン飛行の授業を実施。他学年ではプログラミングソフトを
活用して児童によるゲーム作成など実施した。
●ＩCT機器は、毎日１年生からタブレットを文房具として
活用できている。今年度は情報リテラシーの醸成や扱い
方のルール設定などに重点的に取り組んだ。各教員へ
のICTを活用した授業観察を年３回実施し、授業力の向
上に資した。

★人権教育では、いじめの早期発見・早期解決を最重
要課題として全校あげて取り組んだ。軽微ないじめの把
握や学級の落ち着きのなさへの対応に努め、対象児童
保護者との面談や臨時保護者会を学年対応を原則とし
て組織的に実施した。今年度の継続的ないじめは０件で
ある。

★体力向上では、都の運動・体力テストの結果が全学
年女児は全項目で平均を上回った。課題であった握力・
投力に関して特に向上が見られた。基礎的な技能練習
を行ったり、担任が運動の苦手な児童を把握し配慮して
指導を行い苦手意識の軽減に努めたりした。

●挨拶月間の取組では、昨年比で学校3.6倍、家庭７
倍、地域２倍の向上が見られた。挨拶月間以外にも継
続させていくため教職員が手本となるよう努めていく。

●学習カルテを基に全学級で確実に面談・指導できるよ
うに、終業式の通知表を渡す際に時間を設定した。また
７月中の個人面談で保護者と内容を共有した。下位層
の児童の家庭と連携した個に応じた継続的な指導が課
題である。

●ステップ学習チェックシートをより一層有効活用するた
めに、学期末に行っていた担任によるチェックを単元ご
とに変更した。児童自身がタブレット端末で「★２つ」を取
ることを目標に主体的に取り組むようになった。

●週２日放課後に算数少人数担当と２名の学習補助員
で３年生以上で実施した。数年来、継続して同じ学習指
導員が指導を実施しているため、個々の児童の習熟度
や理解度を把握して充実した指導ができている。

●夏季休業中に全教科主任と管理職が会議を開催し、
各教科で検討された内容を吟味し、９月の職員会議で２
学期以降の具体的な改善案を全教員で共通理解した。
改善プランを授業に生かす点を学年会で検討し、実践を
週案に記録して取り組んだ。

★池二小スタンダード（学習・生活）は、昨年度に改訂さ
れた生徒指導提要に則り、中学校の校則等も参考にし
て４年生以上が参画して見直した。各学級で話し合うこ
とで学校のきまりへの意識を高めることができた。

●道徳地区公開講座は、全教員と希望する保護者が共
に教育委員会指導主事による講義を受け、道徳への理
解と連携を深めた。保護者の参加は約30名であった。多
くの保護者に参加を促していきたい。道徳の授業は、年
数回は学年間で担任を交代したり合同で実施したりする
ことで、授業の質や児童理解の向上に努めた。

●学校生活調査は、各学期の結果を担任が分析し面談
等を実施し、その情報を専科教員や管理職と共有し、該
当児童への温かい声掛けや支援に努めた。家庭とも電
話や面談で連携を図った。

★４月の全体保護者会で生活指導主任から保護者へい
じめの定義や本校の対応を説明し共通理解を図った。
各学級のアンケート結果は学年主任に集約させて見逃
しがないようにした。６月と10月に全学級で「いじめゼロ
３箇条」の取組を実施した。また全学級で年３回のいじ
めに関する授業をした。

★問題行動・不登校問題は、月一度の定例会議以外
も、臨時のケース会議を随時開催し、早期対応に努め
た。「ほっとルーム」の整備・活用が進んだ。常時の人員
確保が課題である。

●「早寝・早起き・朝ごはん」は２週間連続で前週の振り
返りを翌週に生かし、歯磨きを追加した。保護者評価は
79.6%で成果評価「２」だが、１回目の結果や保護者コメ
ントを集約して配布したことで、目標を全日達成した児童
は約10％増えた。

●「食育」は、献立に行事食や旬の食材を積極的に取り
入れ、日々の栄養士からのメッセージカードや給食掲示
板の新設により児童の関心を高めた。食残量を分析し
て調理法や配食法を工夫し美味しく楽しみな給食を目指
した。

★ロング昼休みや友達広場（異学年交流）で、児童が楽
しんで体を動かす機会を設けた。大谷選手のグローブ
寄贈は児童の関心の高まりを逃さず活用した。１校３取
組（長縄・短縄・マラソン）は休み時間に全校で実施し
た。

●体育の授業では、本校独自のジンギスカン体操に全
クラスで毎時間取り組んだ。水泳指導を２週間延長した
り柔軟な時間割で実施し熱中症対応をしたりして授業時
間を確保した。

★前回の授業評価を職員会議で全教員で情報共有し、
全校または各学年で改善策を立てて実践した。２学期の
「児童の活動の充実」A評価は１学期比29％の向上、
「分かりやすい授業」は24％向上した。また学校行事の
開催方法についてもアンケートを基に改善案を立て、
PTA執行部に意見聴取などしてよりよい開催に努めた。

●OJTについて、日々、学年主任による学年経営を通し
て実施している。また月２回わかば研(教職３年目までの
教員対象)を開催し、全主任教諭が年１回以上、講師と
して専門分野の研修会を実施している。

●校外の研修に各々の専門を生かして全教員が分担し
て計画的に出張し、その成果を校内で還元授業や研修
を実施して共有している。

●特別支援教育では、校内委員会を効果的に実施する
ために前もって対象児童を明確にして行った。特別支援
学級や特別支援教室への児童理解を深めるために全
校朝会で紹介したり担当教員が各学級で授業したりし
た。

●教室の前面はカーテンなどを利用し、常時の掲示物
などの情報が授業中の集中を妨げないように全校で統
一している。暗幕や電球交換でスクリーンの照度に配慮
している。毎週の用務員・事務員と管理職の会議で施設
管理に努めている。
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